
【導入】 
¡Hola! Buenas tardes chicos. 
Hoy quiero enseñar una palabra importante . 
「 Primer paso empieza por idioma 」 
 
これは、私がスペインへ留学した際に、印象に残った授業の内容です。 
 
皆さんは、私が言ったことが理解出来ましたか？ 
では、もしこれが皆さんの学校の授業だったらどうでしょう。 
そんなことはありえないと、思っていませんか？ 
 
しかし、そんな学校生活を送っている子どもたちが、日本に存在するのです。 
それは、日本語が分からない子どもたち。 
 
 
本弁論では、日本語指導が必要な子どもが置かれている現状と、その解決について訴えま

す！ 
 
【現状】 
文部科学省によると、 
現在日本には5万人の「日本語指導が必要な子ども」が存在しています。 
日本語指導が必要な子どもとは、 
日本語が分からないことで、授業を理解するのに支障が出ている小中高生を指します。 
彼らは海外で生活していて、日本に引っ越してきた子どもたちです。 
例えば、親が日本で仕事をするためについてきた外国籍の子ども。 
元々海外で暮らしていたが、親の都合で日本に帰ってきた、 
ハーフの子どもたちなどがあげられます。 
グローバル化が進む中で、このような子ども達は年々増加傾向にあり、 
たった4年間で約1.6倍に増加しています。 
 
そんな彼らが、日本語を習得するための支援は、大きく分けて2つ。 
 
1つ目は、学校での特別教育過程です。 
これは、授業の時間や放課後を利用して、日本語指導を行うものです。 
この指導は、資格を持った非常勤の日本語教員や地域のボランティアが行っています。 
 
2つ目は、地域の日本語教室です。 
日本語教室は、全国に1000ヶ所以上あり、主に自治体、NPOが運営しており、 
土日や放課後に指導を行なっています。 
  
これらの支援を通じて、彼らは日本語を習得し、 
日本人と同様に、学校で教育を受けることができるようになります。 
実際に、これらの支援を受けている子どもたちの9割が、 
高校に進学することができています。 
 
その一方で、支援を全く受けられていない子どもたちが存在します。 



その数、約1万1000人。 
つまり、日本語指導が必要な子どものうち、 
2割以上が、日本語の指導を受けることができていないのです。 
 
その要因は、この二つの支援が、ともに一部の学校・自治体にとどまっているからです。 
実際に、特別教育課程は、必要な学校のうち、2割しか行われておらず、 
日本語教室を設置している自治体は、4割に留まります。 
 
このように、彼らは、日本で十分に教育を受けられていないのです。 
 
 
支援体制がないばかりに、学校が子ども達の受け入れに消極的になっているケースがありま

す。 
 
ある外国籍の子どもの母親は、地元の教育委員会へ就学の相談に行ったところ、 
学校側に、 
「日本語が分からない状態で入っても、放置してしまい子どもがつらい思いをする。 
どこかで日本語を学んでから来てほしい」 
と言われた例があります。 
実際、約4000人は支援体制がないことで、学校に通うことすらできていません。 
もし、彼らが学校へ通えたとしても、 
日本語が分からないために、授業についていくことができません。 
 
その結果、進学も就職もできていない子どもは約２割と、平均に比べて3倍も高いのです。 
つまり、 
支援を受けるか受けないかが、日本語の習得、 
ひいては将来の選択にも影響を与えているのです。 
 
【問題点】 
言葉。 
それは、私たちの生活において、最も基礎となるものです。 
私たちが学校教育の中で、何気なく身につけてきた社会性や教養も、 
すべて言葉によって支えられています。 
私自身も、海外で生活していた際に、「言葉」の重要性を実感しました。 
将来のために勉強したくても、上手く行かない。 
友達を作ろうと思っても、コミュニケーションが取れない。 
誰かに助けを求めようと思っても、言葉が分からず、それもできない。 
その際、私はどうしようもない無力感に襲われました。 
彼らもまた、海外で生活していた時の私の様に、言葉が分からないことで、 
どうすることもできません。 
 
それどころか、彼らには言葉を学ぶ環境すら、用意されていないのです。 
 
 
彼らの成長は、彼らだけの問題ではありません。 
グローバル化が進み、日本語指導が必要な子どもたちが増えてきている中、 



今後彼らが、 
日本社会を担う人材になるのか、 
それとも、社会の負担になるのか、 
それは、これからの、日本語教育のあり方次第なのです。 
 
 
 
【理念】 
私の理想。 
それは、日本語指導が必要な子どもたち全員が！ 
日本語教育を受けられるようになる社会です。 
彼らの成長には、「日本語で授業を理解できる能力」が必要不可欠です。 
日本語教育を受けることで、 
今までどうすることもできなかった彼らが、初めの一歩を！ 
踏み出すことができるのです。 
 
 
【原因】 
では、なぜ彼らは、日本語教育を受けられないのでしょうか。 
 
それは、日本語指導を必要としている生徒が各地に分散していることで、 
すべての学校に教員を配置することが困難だからです。 
 
現行の政策では、日本語指導の必要な生徒が、 
18人以上在籍している学校にのみ、日本語教員が配置されることになっています。 
 
しかし、この政策では、在籍人数がそれ未満の学校に、 
教員を配置することができません。 
この教員が配置されない学校の割合は、全体の7割を超えています。 
 
仮に、これらの学校すべてに教員を配置するには、 
さらに7000人以上の人材が必要となり、今いる日本語教員を、 
2倍に増やす必要があります。 
 
そのうえ、今後も外国人児童が増加することを考慮すると、 
教員を増やすという方針での対策には限界があります。 
 
つまり、教員を増やすのではなく、 
他の方法でこの問題を解決する必要があるのです。 
 
 
 
 
 
 
 



【プラン】 
そこで、私は1点のプランを提案します。 
それは、ライブ授業の導入です。 
ライブ授業とは、離れた場所にある教室を、ネット回線で結び、リアルタイムで行う授業の

ことです。 
 
具体的にご説明します。 
ここでは、現在日本語教育で行われているカリキュラムを参考に、ライブ授業でも、 
日本語教育を効果的に行えるように、カリキュラムを設定します。 
 
このカリキュラムをもとにして、拠点となる学校に、日本語指導をする教員を配置します。 
この学校を中心に、日本語指導が必要な子どもが少ない学校どうしを、ネット回線で結び、

カリキュラムに沿って授業を行います。 
また、このライブ授業では、マイクやチャットを使って、教員に質問することができ、 
教員と生徒が、その場にいるようなやり取りができる仕組みを整えます。 
 
つまり、日本各地に分散している生徒全員が、日本語教育を受けられる環境が整うのです。 
 
 
【締め】 
冒頭のスペイン語は、 
「はじめの一歩は言葉から」という意味です。 
 
スペインで４年間、サッカー留学を経験した私。 
スペインでのはじめの一歩は、サッカーの練習ではなく、 
「言葉の習得」でした。 
 
それは、サッカーをするにも、勉強するにも、 
現地の人とコミュニケーションをとるにも、 
 
「言葉」が必要だったからです。 
 
日本語指導が必要な子どもたちも、「言葉の習得」という一歩を踏み出して、初めて、 
数学や理科といった科目の習得に至ります。 
 
「日本語習得」という、彼らの一歩目を支えることで、次の一歩に繋げる。 
日本で、そんな支援が広がることを祈って、本弁論を終了させていただきます。 
ご静聴ありがとうございました。 


